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魅力あるコンパクト車づくり
世界No.1を目指して

トヨタ自動車東日本は、関東自動車工業・セントラル自動車・トヨタ自動車東北の３社が統合し、２０１２年

７月に誕生いたしました。

新会社の目指す姿として「東北を基盤に 世界一の競争力を持つ 魅力あるコンパクト車をつくる」を掲げ

ました。グローバルな視点で開発から調達・生産まで一貫した取り組みとエンジン等ユニットから車両まで

クルマ全体をまとめる力を高めていくと共に、東北に拠点を構える企業として、地域の皆様と一体となった

ものづくりを通じて、お客様の期待に応える、魅力あるコンパクト車をお届けしていきたいと考えております。

■はじめに

当社は自動車産業に関わる企業として、地球温暖化などの環境問題、エネルギー問題は解決しなければ

ならないことと認識し、経営の最重要課題の一つとして位置づけております。

この課題解決に向け、現在、２０１５年度を目標年度とした「第５次環境取り組みプラン」を策定し、その達

成に向けた活動をスタートしております。

このプランでは「低炭素社会」「循環型社会」「環境保全と自然共生社会」の構築を３本柱とし、クルマの軽

量化を推進するとともに、地域と共生し、自然と調和する工場づくりなど全社を挙げて取り組んでおります。

具体的な取り組みとしては、先進的な環境性能を持つコンパクトHV車「アクア」に代表されるボディ開発で

の軽量化による燃費向上やリサイクル設計・環境負荷物質の低減と「アクア＝水」の名に相応しい自然と調

和する工場での「サステイナブルプラント活動」等を推進しております。

この報告書により、当社の取り組み姿勢や活動内容をご理解いただくとともに、忌憚のないご意見をお待

ちしております。

今後もお客様、社会・環境との調和を図りながら、一層の努力を続けてまいります。

皆様のご支援、ご愛顧を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

２０１３年７月

■人と地球環境に配慮した車づくり

ト ッ プ メ ッ セ ー ジ

取締役社長

白根武史



企業理念 （２０１２年 策定）
当社の企業理念は、トヨタ自動車の「トヨタ基本理念」を共有し、その内容を全従業員が
理解・共有し、企業活動を通じてすべての世代で伝承しています。

企業理念

１．内外の法およびその精神を遵守し、オープンでフェアな企業活動を通じて、国際社会
から信頼される企業市民をめざす
２．各国、各地域の文化・慣習を尊重し、地域に根ざした企業活動を通じて、経済・社会の
発展に貢献する
３．クリーンで安全な商品の提供を使命とし、あらゆる企業活動を通じて、住みよい地球と
豊かな社会づくりに取り組む
４．様々な分野での最先端技術の研究と開発に努め、世界中のお客様のご要望にお応え
する魅力あふれる商品・サービスを提供する
５．労使相互信頼・責任を基本に、個人の創造力とチームワークの強みを最大限に高める
企業風土をつくる
６．グローバルで革新的な経営により、社会との調和ある成長をめざす
７．開かれた取引関係を基本に、互いに研究と創造に努め、長期安定的な成長と共存共栄
を実現する

クルマづくり・ものづくりを通じて地域・社会に貢献します

行動スローガン （２０１２年 策定）

「トヨタ基本理念」を踏まえ、「CSR方針」および「私たちの行動指針」を
策定しました。

全従業員が会社の目指す姿を理解・共有し、法令・ルールの遵守のみ
ならず、職場づくり・事業活動・社会との関わりにおいてとるべき考え方・
姿勢、行動のあり方を確認しています。

私たちの行動指針

TMEJ TMEJ

CSR方針・行動指針 （２０１２年 策定）

目指す姿の実現のために、「行動の際に心がける考え方・姿勢」を簡潔な言葉で表現し、
全従業員が共有しています。

中期スローガン 「ともに」
・ステークホルダーの皆様と「友に」なり、「共に」一体となって、
東北復興の光を「点す力に」なる

長期スローガン 「お客様本位」
・当社の行動の原点

ガ
バ
ナ
ン
ス

ガ バ ナ ン ス
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会社方針
東北を基盤に世界一の競争力を持つ魅力あるコンパクト車をつくる

当社は２０１２年７月に関東自動車工業・セントラル自動車・トヨタ自動車東北の３社が統合し、
トヨタ自動車東日本としてスタートいたしました。

当社が担当するコンパクト車の市場は、グローバルでは大きく成長が見込まれる一方、競合
メーカーが新興国を中心に地域ニーズを反映した商品を投入し、競争がますます激化しておりま
す。

このような中で、当社は「東北を基盤に世界一の競争力を持つ魅力あるコンパクト車をつくる」
ことを目指す姿として掲げ、以下３点を重点推進事項として取り組みを進めてまいります。

１．コンパクト車の専門集団になるため、企画提案力・技術開発力を強化し、魅力ある
コンパクト車を世界に発信する
２．国内でものづくり改革を進め、競争力を高める
３．東北をものづくりの拠点とすべく、地域と一体になった取り組みを推進する

また、経営環境の変化に柔軟に対応できる企業体質を構築していくとともに、安全・品質・人材
育成にこだわった取り組みを着実に推進してまいります。

そして当社のものづくりが海外の手本であり続けられるよう、日本で技を磨き、鍛え上げられた
技術・技能を世界に展開し、グローバルで魅力あるコンパクト車づくりに取り組みます。

これらの取り組みを通じて、トヨタグループの総合力強化とグローバルビジョンの実現に貢献す
るとともに、お客様・社会・環境との調和を図り、真摯に謙虚に努力を重ねてまいります。

トヨタグループの総合力強化・グローバルビジョン実現の一翼を担う

ガバナンス

ガ
バ
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ト ピ ッ ク ス

F-グリッド 運営
宮城県大衡村の第二仙台北部工業団地内において「地域と工業団地が一体となった安全で安心
なまちづくり」「地域産業振興」「地域活性化」に貢献することを目指して「F （エフ）-グリッド※1」を核
としたスマートコミュニティ事業を進めています。

‐４‐

※1 F-グリッド：自家発電設備からつくったエネルギー（電力・熱）と、電力会社より購入した電力の制御・最適化を
図りながら、工業団地内へ効率的にエネルギー供給を行う。非常時には自家発電設備で発電した
電力を電力会社が購入し、電力会社の配電線から防災拠点となる大衡村役場等に電力を供給
する。 エフはFactoryのＦ、グリッドはエネルギー網を表わす。

■概要

■システム概念図

太陽光発電
（740kW）

大型ガス発電
（7,800kW）

ﾘﾕｰｽ蓄電池
（90kWh）

中央精機東北

ﾋﾞｭｰﾃｯｸ

ト
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※4 ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ：仕入先

※4

※2 CEMS(Community Energy Management System) ：地域のエネルギー供給をマネジメントするシステム

※2

系統電力※3

※3 系統電力：
電力会社から
供給される電力

（仕入先）

太陽光発電
（740kW）

ﾘﾕｰｽ蓄電池
（90kWh）

大型ガス発電
（7,800kW）



当社は、より高い目標にチャレンジするためにトヨタ自動車㈱の「トヨタ地球環境憲章」
を受け、「環境に関する取り組みの基本方針」を２０１２年７月に制定して活動しています。
また、当社の「基本理念」に、環境に配慮した経営を最重要課題であることを盛り込み、
取り組み姿勢をさらに明確にして環境保全活動を推進しています。

環境への取り組みの考え方

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環境マネジメント

環境に関する取り組みの基本方針

環 境 報 告

‐５‐

地区ごとの環境保全活動の
検討と推進を図ります。

当社の重要環境課題について対応の方向付けを行い、環境保全活動の
推進を図ります。 議長：環境担当役員、委員：関係役員・部長

当社の連結子会社と環境関係情報の
共有化を行い、連携して環境保全活動
を推進します。

環境会議

ｵｰﾙTMEJ※環境会議

環境取り組み体制

本社・宮城大衡工場 環境会議

東富士総合センター及び
横須賀地区 環境会議 ※TMEJ : Toyota Motor East Japan

（トヨタ自動車東日本の英文呼称）

宮城大和工場 環境会議

東富士工場 環境会議

岩手工場 環境会議

４ 社会との連携・協力

豊かな２１世紀社会へ貢献するため、環境との調和のある成長を目指し、事業活動の
全ての領域を通じてゼロエミッションに挑戦します。

環境技術のあらゆる可能性を追求し、環境と経済の両立を実現する新技術の開発と
定着に取り組みます。

１ 豊かな２１世紀社会への貢献

２ 環境技術の追求

未然防止の徹底と法基準の遵守に努めることはもとより、地球規模及び各国・各地域の
環境課題を踏まえた自主的な改善計画を策定し、継続的な取組みを推進していきます。

３ 自主的な取組み

関係会社や関連産業との協力はもとより、政府、自治体を始め、環境保全に関わる社会
の幅広い層との連携･協力関係を構築していきます。



第５次環境取り組みプラン

取り組み項目 具体的な実施事項・目標
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素
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・自動車の燃費向上に寄与する軽量化、
電力と熱効率の優れた車両構造の
開発と製品化

□高張力鋼板、材料置換による軽量化
□消費電力低減につながるボディ構造の開発
□走行抵抗低減や熱効率の優れたボディ構造の開発

・生産活動における省エネ活動の徹底
と温室効果ガス排出量の低減

□低ＣＯ２生産技術の開発・導入と日常改善活動によるＣＯ２低減活動の推進
（生産性向上の追求、オフィス等も含めた活動を展開）
□再生可能エネルギーの活用

□輸送効率の一層の向上による
ＣＯ２低減活動の推進

・物流活動における輸送効率の追求と
ＣＯ２排出量 の低減

・気候変動政策への積極的な協力 □経団連・自動車車体工業会等産業界の低炭素社会構築への取り組み推進
社会との
連携

□解体、リサイクルが容易な車両の開発推進と展開

□トヨタエコプラスチック等再生可能資源、リサイクル材の使用拡大

開発・
設計
・資源の有効利用に配慮したリサイクル
設計の 一層の推進

生産・
物流

開発・
設計

□物流 : 梱包、包装仕様のシンプル・スリム化、
容器のリターナブル化推進

□水 : 継続的な水使用量の低減

社会との
連携
・循環型社会の構築への貢献 □環境改善・資源循環社会構築に向けた技術開発の推進

・製品含有化学物質の管理充実開発・
設計

・生産活動における環境負荷物質の
低減

□塗装工程における塗料、シンナーの削減等
ＶＯＣ※低減技術の開発と導入

・自然共生社会構築に資する
社会貢献 活動の推進
（生物多様性の重要性を認識した活動）

□構内森づくりと森づくりを通じた環境教育の充実
□地域の植樹・自然保護活動への積極的参加
（サステイナブルプラント活動の推進）

社会との
連携

・ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

・環境マネジメントの強化、推進

□自然を活用し、自然と調和する工場づくりとノウハウの展開
□低ＣＯ２生産技術開発、日常改善、再生可能エネルギー、工場の森づくりの推進・サステイナブルプラント活動の推進

□従業員の環境意識の向上に向けた環境教育の体系化と実践
□連結事業体と連携した環境教育の推進
□環境月間活動および省エネ月間活動の展開

・環境教育活動の充実と推進

□環境情報の積極的な開示とコミュニケーション活動の充実
・環境情報の積極的な開示と
コミュニケーション活動の充実

＜ＣＯ２低減目標＞

※：ﾎﾞﾃﾞｰ・塗装・組立工程を対象とする

有価物

対象

台当たり発生量2001年比１５%減廃棄物
排出物

金属屑等発生量低減活動及び
オールトヨタ内有効活用の推進

目標（2012年）
２５%減

５%減排出量

項目
台当たり排出量※

基準年
2001年

2001年

その他の塗装

３０.２g/㎡(全ライン平均)ボデー塗装

ＶＯＣ低減活動の推進

目標（2012年）対象

‐６‐
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環境報告

対象期間：２０１１年度～２０１５年度の５ヵ年

□発生源対策による排出物低減と資源の有効
利用促進

生産・
物流
・生産活動における廃棄物低減活動
の推進 □廃棄物の発生量低減活動推進

（塗装工程の廃棄塗料低減等）

＜廃棄物低減目標＞

□グローバルな製品含有化学物質管理の推進
-規制重金属全廃（鉛・水銀等）
-製品に含有される多種類な化学物質管理の充実
-環境負荷のより少ない物質への代替え技術の開発と代替推進

＜VOC低減目標＞

※ＶＯＣ（Volatile Organic Compounds)：
揮発性有機化合物（シンナー等）

□環境管理（EMS※）活動の充実
□環境法令の遵守と環境リスク未然防止活動の強化

※EMS：Environmental Management System: 環境マネジメントシステム

□部品、原材料、資材などに含まれる化学物質管理の充実
□仕入先への環境法令遵守の要請

生産・
物流

目標（2012年）



２０１２年度は「第５次環境取り組みプラン」の２年目として、’１２年度目標達成に向け活動を
推進しました。

‐７‐

環
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環境報告

目標（’12年度） 活動実績

開発車種ごとに質量目標設定 ● 開発車種別に質量目標達成活動を推進

関連ページ

質量目標を達成

・環境情報の積極的な開示と
コミュニケーション活動の充実

● 全従業員、新入社員、新任環境管理推進者への教育を計画通り実施・環境教育活動の充実と推進

・社会貢献活動の推進

・ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

● 各事業所周辺で清掃活動を実施
● 環境諸団体の環境保護活動への協力

● 仕入先に対する自主的な環境パフォーマンス向上活動などを要請した
「グリーン調達ガイドライン」を改正し（２０１２年９月）、活動を推進

● 各県と共催し、７月岩手工場、１２月東富士工場にて環境報告会実施。
２月宮城大衡工場にて、リスクコミュニケーション・モデル事業実施。
７月と２月宮城大和工場にて、工業団地内企業対話集会実施。

●「富士山の緑と水を守る」、「緑豊かな岩手の環境との共生」、「万葉（結）の森
再生による地域（大衡）に密着した工場づくり」、「地域（大和）との共生・絆
づくり」をキーワードに森づくり、自然エネルギーの活用等の活動を推進

・サステイナブルプラント活動の推進

生産
ＣＯ２排出量

ＣＯ２排出量
物流

１４８kg-ＣＯ2／台
● 低炭素生産技術の向上や日々の改善活動を実施
・新塗装ラインへの切替え
・乾燥炉運転方法の改善
・非可動時の待機電力の低減 等

９.９千ｔ－ＣＯ2

開発車種ごとにリサイクル率、
リサイクル解体時間の目標を設定

● 開発車種ごとにリサイクル設計の推進 （解体容易な
構造の開発およびリサイクルしやすい素材の採用）

廃棄物
生産

物流
梱包資材使用量

生産
水使用量

リサイクルの
目標を達成

● 部品の混載化等による物流効率化の推進

● 廃プラスティックス分別徹底、廃棄塗料の低減

● 節水活動による水使用量低減を継続的に推進

８９０ｔ

１.７ｍ3／台

Ｐ１０

Ｐ９

Ｐ１３

環境負荷物質の
目標を達成

ＶＯＣ生産

開発車種ごとに環境負荷物質の
低減目標を設定

● 近接塗装等による塗着効率向上
● 塗装洗浄シンナーの使用量低減、回収率の向上

２５.５ｇ／㎡
Ｐ１４

３０.２ｇ／㎡ 以下

９１０ｔ以下

２.３ｍ3／台 以下

１５７kg-ＣＯ2 ／台
以下

１１.８千ｔ－ＣＯ2 以下

● 梱包材の材質変更、サイズ・形状の見直し等の低減
活動を推進

７．７ｋｇ／台８.６ｋｇ／台 以下

１４５千ｔ－ＣＯ2１５５千ｔ－ＣＯ2 以下

Ｐ１５～２１

Ｐ３１

Ｐ１５～２１

・環境マネジメントの強化、推進

２０１２年度活動実績

Ｐ１５～２1

● 環境違反・苦情ゼロ活動として、他社事例の横展、環境設備
点検を実施
● 連結事業体においてＣＯ2等の環境パフォーマンス管理の実施

環境違反・苦情
：ゼロ達成

Ｐ２５

※REACH（Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals）
人の健康や環境の保護のために化学物質とその使用を
管理する欧州議会及び欧州理事会規則

Ｐ８

● 開発車種ごとに低減目標を設定し活動を推進
● 欧州ＲＥＡＣＨ規則※に対応した着実な取り組み

開発・
設計

開発・
設計

開発・
設計



環境に配慮した製品・技術開発
当社では常に環境との調和、後世への循環型社会の実現を目指して、製品開発や技術開発に取
り組んでいます。現在、当社が開発し、生産する製品が将来にわたって、環境負荷とならないように
ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）の視点に立って、開発・生産から使用・廃棄に至るすべての段階
で製品が環境に及ぼす影響を配慮し、環境負荷の少ない製品をお客様に提供しています。

ボディの軽量化により、燃費の向上・排出ガスの低減を推進しています。

【事 例 １ 】
ボティ各所に高張力鋼板を採用す
ることにより、軽量化を図りました。
また、センターピラーやルーフサイド
レールに超高張力鋼板のホットスタ
ンプ材を採用しました。

－クラウンの取り組み事例－

開
発
・設
計

環境報告

開発・設計

製品・技術開発の取り組み

軽量化

‐８‐

持続可能な社会・地球低燃費車両
軽量化

空力向上

リサイクル技術

環境負荷物質の低減

循環型社会

樹脂ボディ

熱回収

省電力化

薄肉
高剛性化

空力ボディ

塗装レス

接合最適化

軽量複合素材

断熱
蓄熱

消費電力の低減
熱エネルギー
変換

省電力制御

整流構造 リデュース

リユース

植物由来

低抵抗構造

熱高効率化

赤：超高張力鋼板
青：高張力鋼板

燃費向上を目指し、積極的に
ボディ軽量化に取り組んで
いきます。

第２ボデー設計部
第１内装設計室３Ｇ
後藤 智広

私は車両開発における内装部品の設計を
担当しています。
今後も、環境負荷が少なく地球に優しい製品
をお客様に提供しつづけることを目的に、
軽量化を念頭に置いた車両開発に取り組ん
でまいります。

TMEJ  VOICE（従業員の声）【事 例 ２ 】
インストルメントパネルをお客様の使い方や品質を
損なわないよう板厚の最適化を図り、軽量化しました。



開
発
・設
計

環境報告

消費電力の低減
排出ガスを低減するため、消費電力の低減を目指して、設計開発段階から積極的に環境
に配慮した取り組みを推進しています。

【事 例 １ 】
後席の人員の有無に合わせて適切なエアコン制御を実施し、吹き出し口を限定する事に
より、快適性を損なわずにコンプレッサーの稼動率を下げ、消費電力を抑えました。また、
シートヒーターの作動についても、適切な温度制御の実施により、消費電力を低減しました。

－クラウンの取り組み事例－

【事 例 ２ 】

メーター周辺の電装部品において、部品統合
・表示方法の工夫によりスイッチ、ワイヤーハー
ネス回路、及び照明用LEDを削減し、消費電力
・質量を低減しました。

限りある資源の有効利用、廃棄物の発生抑制などに配慮した開発を行い、リサイクルしや
すい素材の採用、リサイクル材の利用促進、解体しやすい構造の採用など多面的に取り組
み、リサイクル性の向上を推進しています。

【事 例 １ 】

リサイクル性に優れた素材であるTＳＯＰ※１

を積極的に採用しました。

－クラウンの取り組み事例－

リサイクル性向上

【事 例 ２ 】
取り外し作業ポイントを明示する解体性向上
マークを、トリムやインパネに採用しました。

‐９‐

解体性を向上したドアトリム
解体性向上
マーク

ＴＳＯＰ採用部位（バンパー）

【事 例 ３ 】

軽衝突などでヘッドランプ取り付け部の
み破損した際に、ヘッドランプユニットが
再利用できるよう、取り付け部分の補修
ブラケットを設定しました。

※１ ＴｏｙｏｔａSuper  Olefin  Polymer

補修ブラケット

ヘッドランプ
ユニット



第５次環境取り組みプランの達成に向け、地球

温暖化防止を目的に、ＣＯ２排出量の低減活動を

積極的に行っています。なおＣＯ２排出量は、台

当り原単位を指標の軸として、目標値達成に向け

活動を推進しております。

生産・物流
エネルギー・温暖化

輸送時に発生するＣＯ２排出量は、モーダルシフト※１

工場間物流等における積載率向上や共同運行等の

効率的な輸送によりＣＯ２排出量を低減し、第５次環

境取り組みプランの２０１２年度目標を達成すること

ができました。

※１モーダルシフト【modal shift】 ；交通・輸送手段を変えること。
また特に、貨物輸送をトラックから船や鉄道利用に変えること。

環境報告

生産に伴なうＣＯ２排出量の低減 物流に伴なうCO2排出量の低減

‐１０‐

生産に伴なうＣＯ２排出量.（原単位）

１５０

１００

２００

2012
目標

基準年
2001年

(年度)

Ｋｇー CO２/ 台

０
2012
実績

目標：2001年度比
２５％削減

209

157

148

物流に伴なうＣＯ２排出量

１２

８

４

０
(年度)2012

目標
2012
実績

2011
実績

千ｔーCO２/ 年

３社統合に伴う
輸送量増加による

9.9
10.9 11.8

当社では従業員一人ひとりがそれぞれの職場で省エネ活動を推進するとの考え方に基づいて、全員

参加で活動に取り組んでおります。

その取り組みの一環として、各工場の優秀改善事例を持ち寄った『全社省エネ活動報告会※２』の開催

と表彰を行っており、従業員の意識向上と相互啓発に繋げております。（次ページで事例紹介）
※２報告会には当社役員をはじめ、各拠点の従業員および関連会社の関係者など、約４００名が参加しました。

全社省エネ活動報告会の様子 ５会場をＴＶ中継 優秀改善事例の表彰

省エネ改善活動の取り組み

生
産
・
物
流



塗面検査工程蛍光灯ミラー化による節電

岩手工場 品質管理部
第１検査課 三浦 旭

第１検査課のエネルギー使用量は、工場全体使用量の中では微々たるものですが、
省エネルギーのため、何か出来ないかと考え、課内で一番エネルギーを消費している
塗面検査工程の照明器具に着目し、低減を実施しました。照明器具の発熱による作業
環境悪化対策も考慮しLED化を進める一方、更に間引きできないかという点を工夫し、
改善いたしました。
今後も更なる工程改善を地道にメンバー全員で進めていきます。

照明器具の明かりを何かに反射させ、照明器具を減らせないか検討

・検査工程では車両の外観検査を照明器具（蛍光灯，LED）を
用いて実施。
・現在４３８本の照明器具（蛍光灯）のうち、１７５本を暑熱対策
の必要な塗面検査工程を先行してLED化。
・LED化を実施したが、更に間引きを検討。しかし、車両外観が
見え難くなり中止とした。

改 善 内 容

効 果

ＣＯ２低減量 ：１，３２０kg－ＣＯ２/年

ミラーを取り付けることで、照明器具と同等の光の反射を得られ、
照明器具を３５本間引きすることが出来た。

塗面検査工程

照明器具３５本間引きによる電力使用量低減

××△○検討結果

色つき板白い板シルバーの板ミラー検討品

改善前

照明器具を間引いてもミラーを設置することで、改善前同等の映りこみを実現出来た。

‐１１‐

環境報告

省エネルギーへの取り組み事例 （岩手工場）

現現 状状

改善後改善後

ミラー 蛍光灯
改善後（間引いた場所にミラー設置）

生
産
・
物
流

着眼点



省エネルギーへの取り組み事例 (宮城大和工場）

宮城大和工場の生産設備で、電力を最も多く消費している加熱炉に着目しました。
その中で、加熱炉の冷却サイクルにおいて、ポンプにより3段階汲み上げていること
を着目し、これを2段階に簡素化し、動力費低減に取り組みました。
冷却効率の悪化がないように、ポンプや冷却塔の能力調査・揚程計算・熱交換
計算などの勉強ができ、私自身レベルアップができたと感じています。
今後も省エネアイテムを発掘し、改善に取り組みます。

加熱炉冷却水循環経路の改善

送水
ポンプ

循環
ポンプ 地下水槽

冷却塔 加熱炉

Ｐ

加熱炉出口ポンプ

温水戻り(35℃)

冷却水供給
(25℃)

冷却塔ファン

トルクコンバータ用

温水 冷却水

1000℃

送水
ポンプ地下水槽

冷却塔 加熱炉

Ｐ

経路変更
(直接流入)

トルクコンバータ用

冷却塔ファン

加熱炉出口ポンプ冷却水

温水戻り(35℃)

冷却水供給
(25℃)

1000℃

循環経路を変更。「地下水槽 → ポンプで汲み上げ → 地下水槽へ戻す｣
無駄を排除し動力費を低減。

宮城大和工場生産部
技術員室 阿部浩一

現状：加熱炉出口ポンプ→地下水槽→循環ポンプ→冷却塔→地下水槽→送水ポンプ→加熱炉

改善：加熱炉出口ポンプ 冷却塔→地下水槽→送水ポンプ→加熱炉

環境報告

現現 状状

改善後改善後

効 果 ＣＯ２低減量 ：３５，０００ｋｇ－ＣＯ２/年

‐１２‐

トルクコンバータ加熱炉の過熱防止を目的に、冷却水を使用している。冷却水は加熱炉で温水
となる。その温水を冷却塔で熱交換し、冷却水へ戻し加熱炉へ供給するサイクルになっている。

生
産
・
物
流

着眼点



資源循環
廃棄物低減活動

環境報告

‐１３‐

水使用量目標は１９９５年度比５８％減としています。
工業用水の使用条件見直し、雨水の活用等改善活動
を推進しました。

水使用量の低減梱包資材使用量の低減

水使用量（原単位）[ｍ３／台]

０

２

３

１

5.5５

(年度)基準年
1995年

2.3

1.7

2012
実績

目標：1995年度比
５８％削減

2012
目標

４

[ｋｇ／台] 車両生産工場 廃棄物排出量（原単位）

０

５.０

１０.０

１５.０

10.1

(年度)基準年
2001年

8.6

2012
目標

7.7

2012
実績

目標：2001年度比
1５％削減

梱包資材使用量
[ｔ／年]

０

５００

１０００

(年度)2012
目標

2012
実績

2011
実績

改 善 内 容

※.フレコンバック；フレキシブルコンテナのこと。
丈夫な化学繊維で織られたシートとベルトより
構成され、穀物や飼料、土砂などの粉状物質の
梱包・輸送に適しています

フレコンバック

第５次環境取り組みプランにおける廃棄物台当り発生量目標は、２００１年度比１５％減としています。

特に発生量の多い塗装工程の廃棄塗料については水分の除去、廃棄塗料の回収装置の導入等により

低減を図りました。

廃棄塗料をフレコンバック※に入れ、自重で水を
切ることで含水率を低減し、廃棄量を少なくします。

物流の梱包資材については、梱包材の形状
見直しなど継続的に改善活動を推進し目標を
達成しました。

生
産
・
物
流

707
890910

３社統合に伴う
部品増加による



ＶＯＣの低減

ＶＯＣ（Volatile Organic Compounds)：
揮発性有機化合物（シンナー等）
［ﾎﾞﾃﾞｨ電着塗装面積当りの排出量］

環境負荷物質の低減

ＰＲＴＲ（Pollutant Release and Transfer Register) ：
環境汚染物質排出・移動登録

ボディ塗装のＶＯＣ排出量目標は、２０１２年度に３０.２g/㎡ （全ライン平均）としました。

高塗着塗装機の導入、洗浄シンナーの使用量低減・回収率向上等を実施し、第５次環境取
り組みプランの目標を達成することができました。

ＰＲＴＲ対象物質の低減

環境報告

ＶＯＣ排出量（原単位）

９０

３０

４０

２０

［ｇ／㎡］

０

87

(年度)基準年
2000年

2012
目標

30.2
25.5

2012
実績

目標：2000年度比
６５％ 削減

生産工程で使用する化学物質の適正管理と使用量・排出量低減を推進しています。第５次環境
取り組みプランでは、ＶＯＣ対象物質の管理と低減を取り上げ、ボディ塗装、および部品塗装
（バンパー塗装他）工程を重点に、塗料やシンナーの使用量低減を推進しました。

２０１２年度のＰＲＴＲ法対象物質の大気・水域への排出、および廃棄物・リサイクルとして
の移動は下図のようになります。（工場別・物質別の実績は環境データに示しました）
生産工程で使用するＰＲＴＲ対象物質は、塗装工程で使用する塗料・シンナーに含有する
物質がほとんどのため、ＶＯＣ排出量の低減活動と連動し、低減を図っています。

生
産
・
物
流

ＰＲＴＲ法の対象物質の排出・移動のイメージ図

原
材
料
中
の

化
学
物
質

製
品

大 気

水 域 廃棄物 リサイクル

除去処理

‐１４‐



「コンパクト・フレキシブル・ハーモニー」をコンセプトに 地域社会、自然との共生を図りながら
車づくりを行っています。

環境報告

‐１５‐

本社・宮城大衡工場の環境保全活動

従業員・家族や、関連企業の方々と近隣の「万葉の森」にて、どんぐり拾いを実施し、現在苗木を
育成しています。今後、育った苗を植樹し、木々に囲まれた工場づくりを進めていきます。

自然を活用し自然と調和する工場づくり

どんぐり拾いの様子 育成場どんぐり拾いに参加した皆様

１．森づくり

本社・宮城大衡工場の立地する工業団地の造成により、失われた木・山、奥州街道（古道）や一里塚の
復元、緑の森の工場を目指して工場緑化を進めていきます。

植樹に参加した皆様

西塚東塚

植樹風景

一里塚

本社・宮城大衡工場敷地近くにかつてあった「大衡一里塚」を、周囲の街道も含め「結〔YUI〕の森」※

として復元させる活動を行っています。６月１日、第１回の植樹会を開催しました。
※. 「結〔YUI〕の森」；統合した３社と地域の皆様との繋がりへの思いを込めて名づけました。

２．植樹会

生
産
・
物
流



環境報告

‐１６‐

従業員による工場周辺道路と駐車場周りの清掃活動を定期的に継続実施しています。また、地域で
開催されるイベントにも積極的に参画しています。

おおひら万葉まつり おおひらふるさと祭り工場周辺の清掃活動

地域社会への貢献（美化活動等）

事業活動による環境リスクに関する正確な情報の共有を目的に、住民代表、県内事業者、宮城県、
大衡村など約７０名の方をお招きし「リスクコミュニケーション事業」を開催しました。工場見学、当社
の環境への取り組み状況などを紹介した後、意見交換を行いました。（2月5日開催）

コミュニケーション

工場見学（ボデー工程） 意見交換会

地域の方々に、工場を身近に感じていただく事を目的に、大衡村民の方を対象とした工場見学会を
開催。幼児からご年配の方まで、幅広い年齢層の方々、計３４４名にお越しいただきました。

２．地域住民の方による工場見学実施

１．リスクコミュニケーションモデル事業開催

生
産
・
物
流



宮城大和工場の環境保全活動

環境報告

‐１７‐

「高効率でエコを追求するユニット工場｣をスローガンに、「自然との共生｣・「地域との絆づくり｣
「従業員のエコマインド醸成｣を推進しています。

― 仙台北部工業団地各企業とのコミュニケーション活動 ―

県の要請で、仙台北部工業団地の各企業と環境保全
を目的に、大和・大衡エコフォーラムを’07年に設立し、
各企業輪番で年４回開催しています。
宮城大和工場が幹事企業を務めた’11～’12年度では
廃棄物の中間処理業者､収集運搬業者の方を招き、参
加企業に有益な提案もあり、活発な意見交換を行うなど
充実した活動を実施中です。
その中の提案の一つに、蛍光灯と乾電池の共同回収
があり、物流ＣＯ2削減による地球温暖化防止と各企業
のコスト低減にもつながっています。

コミュニケーション

― 大和町が大切にする町花「つつじ」・町木「もみじ」の育成（計画）―

町花つつじの育成

町木もみじの
育成

自然を活用し自然と調和する工場づくり

― 周辺の企業と連携した地域の清掃活動―

地域社会への貢献（美化活動等）

仙台北部工業団地に立地している企業が会員となる
大栄会が設立され１５年が経過し、これまで定期的に
近隣の清掃活動を実施しています。
工業団地周辺には、白鳥が飛来し越冬する直沢調整
池、サッカー場・野球場・テニスコート・遊歩道等、住民
の憩いの場があり、気持ちよく利用して頂きたいとの思
いから周辺の歩道の清掃を行っています。

宮城大和工場レイアウト図

食堂前に植樹

法面に植樹

生
産
・
物
流



岩手工場の環境保全活動
「人と環境にやさしい車づくり」を合言葉に、緑豊かな岩手の地で地域や自然との共生を図りながら
生産活動を行っています。

‐１８‐

環境報告

１．森づくり

岩手工場のサステイナブルプラント活動は「緑豊かな岩手の環境との共生」を目指し、自然エネルギー
の活用や森づくり等による生態系保護を推進しています。

地域の小学生や幼稚園、地域の方々と
一緒にどんぐりを拾って苗を育てています。
苗は工場の森づくりのため、過去４年間
で１２，０００本のどんぐりを植樹しました。

第４回植樹会 ２０１２年５月１３日植樹本数の推移

工場内に工場内に
１２，０００本１２，０００本
を植樹を植樹

第１回（２００９年５月１７日）
に植樹した木

第４回（２０１２年５月１３日）
に植樹した木

約約660cm0cm

約約5m5m

２．雪山冷熱利用

雪解け水を利用し、夏場の事務館の冷房
として使用しています。
新たにコンテナを利用した移動式雪冷房
や雪冷熱による車両冷却を行い、エアコン
電力を低減できないか実験に取り組んで
います。

雪山完成（断熱材敷設後） コンテナ冷房効率化実験
（コンテナ内に気泡を発生させ、
より冷気を作りやすくしています）

３．排気エネルギー利用

設備の煙突からの廃熱を利用して、水から
生産工程で使う温水を作れないか実験をして
います。

煙突

生産工程の煙突 煙突表面から廃熱を回収

パイプ

煙突表面
109℃

2800

3800

2700 2700

0
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4000

[本]

2009年 2010年 2011年 2012年

自然を活用し自然と調和する工場づくり
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１．環境コミュニケーション報告会

地域住民との情報共有、共通認識を目的に、
金ケ崎町民、奥州市民、県内企業の方をお招
きし、報告会を開催し、活動状況の説明、意見
交換を行いました。 （7月16日開催）

環境設備見学
（雪山冷熱利用）

水処理実験

意見交換

コミュニケーション

環境報告

工場周辺道路の清掃や草刈を定期的に実施しています。金ケ崎町主催の「金ケ崎町クリーン作戦」
「ふるさと守りたい清掃活動」の清掃奉仕活動、その他地域のイベントにも積極的に参画しています。

１．金ケ崎町クリーン作戦

清掃奉仕
活動

２．町有地植樹場所草刈

３．金ケ崎町環境推進大会

雪が解けた４月、豊かな水と緑の町 金ケ崎を
次世代に引き継ぐため、ゴミ拾いを実施しました。
また、従業員による清掃活動を（１回/月）実施
しています。

金ケ崎町で２００６年から植樹している町有地
駒沢にて、植樹した木がたくさん光を浴びて育
つように、草刈りを行いました。

金ケ崎町で行われた環境推進大会に参画し、
当社の環境への取組みを理解していただくため
パネル展示を行いました。

駒沢町有地
植樹場所草刈

金ケ崎町
推進大会
パネル展示

地域社会への貢献（美化活動等）

生
産
・
物
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東富士工場の環境保全活動
自然に恵まれた富士の裾野で、地球環境、地域環境との共生を図り、継続的な環境管理活動を
推進しています。

環境報告

東富士工場のサステイナブルプラント活動として「水」と「緑」を守る活動を工場一丸となり進めています。

栽培する上で「綺麗な水」が必要な、静岡
県名産のわさび栽培を’１１年度より開始し、
’１２年度は夏場の生育対策を進めてきました。
内製による太陽光発電を使用したミスﾄ装置
を設置し、厳しい夏場も乗り切ることができま
した。引き続き活動を行います。

夏場の育成活動

生産活動で使用した工業用水を手作りに
よるマイクロ水力発電により、有効利用する
よう進めています。
現在は、上掛け式による確認を終え、発電
装置を排水口に設置するまでになっています。

試作２号機（上掛け式）
設置（13年4月）確認運転

自然を活用し自然と調和する工場づくり

１．わさび栽培

２．マイクロ水力発電

‐２０‐

３．芝桜植栽

東富士工場の顔となる正門は昨年「緑」を
守る活動としてスタートした「芝桜」とマッチ
した装いに変わりました。
引き続き「芝桜」活動を進めていきます。

２０１３年３月

＊ハッピーハート活動：明るく・楽しく・元気な工場を目指した活動

従業員によるクリーンキャンペーン活動並びに基幹職によるハッピーハート活動を実施し、工場周辺
道路（岩波駅まで）や駐車場周りの清掃活動を定期的に継続実施しています。
（活動日 クリーンキャンペーン活動：月１回 ハッピーハート活動：週１回）

１．美化活動

地域社会への貢献（美化活動等）

生
産
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環境報告

東富士工場排水放流先である黄瀬川水系の「五竜の滝」を中心とした河川清掃ボランティア活動に
協力会社も含め参加した結果、トラック一杯分のゴミを回収することができました。

（狩野川水系水質保全協議会主催）

地域との環境に関する情報の共有化を目的に近隣住民及び県内企業３４名をお招きし、「環境対話集会」
を開催しました。環境管理活動の紹介、環境施設や工程見学を行い、最後に意見交換を行いました。

（12月25日開催）

コミュニケーション

環境設備見学
（コ･ジェネレーション）

工程見学
（プレス工程）

意見交換会 意見交換会

２．河川清掃活動

１．環境対話集会
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お客様への主な品質情報提供と
お客様からの品質情報の収集

リコール等への対応と体制
品質は我々の最優先事項であり、モノづくり企業として「品質」への拘りとスピードを持って活動して
いますが、もし商品に品質問題が発見され、処置が必要だと判断された場合は、トヨタ自動車（株）と
ともにトヨタグループの一員として、必要な対応・処置を実施していきます。

品質保証

トヨタ自動車東日本
お客様相談センター電話相談

お

客

様 販

売

店

ト
ヨ
タ
自
動
車

生産技術部門

開発部門

生産部門

品質保証部

品質情報

お客様ｱﾝｹｰﾄ調査

販売店訪問調査

管理部門

当社は、『お客様本位』を会社の普遍的価値観に掲げ､ 『ともに』を行動のスローガンとして各種活動
に取り組み、お客様に満足と感動を提供しております。

方策としては２つの機能軸で具体的に実現していきます。
①毎年度、社内各部門のトップが参画して品質機能に関する年度方針の策定、重点取り組み項目・
進捗等の管理を計画的に、且つタイムリーに行い、車づくりの中で品質保証に万全を期します。
②車づくりの中で｢開発～生産準備～生産｣の流れに沿って、各部門（開発、生産技術、生産、管理）
が責任を持って、品質保証に取り組みます。
さらに、品質保証部は各部門の品質保証業務が着実に推進出来ているかを全体システム監査で
確認し、より良くするために改善します。

重点取り組み項目の柱として、下記４項目について活動を推進します。
①トヨタ自動車（株）と連携を密にした、お客様からの品質情報収集活動
（お客様の要求・期待、品質水準、不具合情報など）
②品質問題を発生させない為の、未然防止活動
（法規適合、新機構、新部品・使い方への配慮など）
③各部門の品質保証活動が適正に行われているかの監査・改良活動
（各種確認会、報告会など）
④不具合が発生した場合の早期発見早期解決に向けた再発防止活動
（ＩＴを活用したスピーディーな情報収集と迅速な原因究明、対策など）

基本的な考え方

お
客
様
と
の
関
わ
り

アクアが
日本IQSで１位を獲得

社 会 性 報 告

お客様との関わり

‐２２‐



人に優しい製品づくり
福祉車両、福祉機器の開発

◆「すべての方に快適な移動の自由を」「お客様の幸せな暮らしのために少しでもお役に立つこと」

これを合言葉に、福祉車両や電動車椅子などを開発しています。

◆福祉施設や展示会にてユーザーの方々のご意見をお伺いし、開発に活かす活動を進めています。

当社開発の福祉車両、福祉機器の例

使用目的

助手席への移乗補助

後席への移乗補助

車いすのまま乗降

自分で運転

回転 ｼｰﾄ／昇降回転ｼｰﾄ

回転 ｼｰﾄ／昇降回転ｼｰﾄ

車いす移動車
（リヤリフト／リヤスロープ)

移乗補助装置付車

車両仕様

企画 設計 評価

福祉車両の種類
お客様の声を製品開発へ反映

生産

お客様の声

ウェルライドの

操作手順

お
客
様
と
の
関
わ
り

社会性報告

‐２３‐

②

◆ウェルライド 車いすドライバー向け移乗補助装置

座面の高い運転席への移乗と
車いすの収納を同時に補助（日本初）

◆４輪駆動電動車いす

坂道や段差、傾斜路等でも
安全・安心な走行を実現

自社開発の特殊車輪
「WESN  」を採用®

◆助手席リフトアップシート車

お客様のご意見を伺うために

福祉機器展に積極的に出展

車いす収納装置

横浜ﾋｭｰﾏﾝ&ﾃｸﾉﾗﾝﾄﾞにて

国際福祉機器展にて



社会との連携
社会貢献活動
地域社会とのコミュニケーションや地域における環境保全活動を通じて、地域社会から信頼される
会社を目指しています。

◆小学５年生の社会科見学の一環として、工場見学を積極的に受け入れています。宮城大衡、岩手、
東富士各工場にて３４，９００人が来工しました。

社
会
と
の
連
携

社会性報告

工場見学の受入

‐２４‐

宮城大衡工場 東富士工場岩手工場

◆宮城大衡工場生産のカローラ
フィールダーを宮城県庁と大衡
村役場、黒川消防署に寄贈し、
行政活動にご利用いただいて
います。

車両の提供

新入学児童への交通安全啓蒙活動

◆交通事故ゼロを願い、各市町村
を通じて交通ルールをプリントし
た直線定規を新１年生に贈呈し
ました。

宮城県・大衡村への車両贈呈式

スロープ車両への乗車体験

◆御殿場市社会福祉協議会へ
ラクティススロープ車を提供し
皆様にご利用いただいていま
す。

大和町へ寄贈 横須賀市へ寄贈



■東富士地区

社
会
と
の
連
携

社会性報告

富士山周辺道路ゴミ拾い

‐２５‐

ボランティア活動

従業員有志による地域美化活動や社内スポーツクラブメンバーのスポーツ教室を開催しています。

ハンドボール教室（ハンドボール部）

■宮城地区 ■岩手地区

大槌漁港周辺の清掃 吉里吉里海岸の砂浜清掃

野球教室（硬式野球部）

海風学園・いちばん星 チャリティバザー支援

■横須賀地区

近隣の花畑の整備作業

野球教室（硬式野球部）

ハンドボール教室（ハンドボール部）



自動車製造に携わる会社として「交通安全活動」に積極的に参画していくことは私たちの使命であります。
「安全で環境に優しい車づくり」はもちろんのこと、地域の皆さんや行政の方々と連携を図りながら、従業員
の交通安全意識の高揚や交通事故防止活動を積極的に推進しています。

近隣の自動車学校講師をお招きして、地域
の交通事情を踏まえた運転注意点を講義いた
だき、安全運転に留意しています。

社
会
と
の
連
携

社会性報告

警察署白バイ隊にご協力いただき、二輪車運転
実技指導会を開催して、二輪車の安全運転にも努
めています。

自身の体験談や交通安全に対する想いを職場
の仲間に話すことで、自身はもちろん、職場全体
の安全運転に対する意識の高揚を図っています。

滑りやすい路面を作っての運転教育により、
雪道での安全運転に努めています。

社内及び工場周辺にて交通安全
の呼びかけ活動を定期的に実施し
ています。

交通安全への取り組み

交通安全講話会やスピーチ大会の実施

運転講習会の実施

従業員による交通安全の呼びかけ

‐２６‐



従業員との関わり

基本理念・体制

「安全は全ての基盤」の考えのもと、全社をあげて安全文化の醸成に取り組んでいます。

安全・健康

◆安全衛生管理の基本理念

◆安全衛生管理組織

「安全会議」で会社としての安全施策
を固め、それを「中央安全衛生委員会」
と各事業場の「安全衛生委員会」におい
て労使で審議し、その結果を職制組織
で展開しています。

◆安全衛生マネジメントシステム

当社は安全衛生マネジメントシステム
を構築し、安全管理の継続的な改善を
図っています。

安
全
担
当
役
員
に
よ
る
監
査

各
職
場
の
安
全
管
理
の
課
題
把
握

目標の設定

安全衛生計画の作成

点検・フォロー

安全衛生計画の実行

事業場の安全衛生方針
▼

▼

▼

▼

改 善
▼

［会 議 体］ ［構成員］

統
括

安全衛生に関する中長期にわたる方針・原則を基本理念にして、活動に取り組んでいます。
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全国産業安全衛生大会で安全活動事例発表

当社は、従業員はもとより関係者一人ひとりの安全衛生を全てに優先させる

このため
一．トヨタ生産方式の標準作業に基づき、安全・品質・生産の一体となった継続的改善をタイミングよく推進する
二．「自分の身は自分で守る」を基本に、一人ひとりがやるべきこと、守るべきことを自覚し行動する
三．管理監督者は、自己の安全衛生管理事項を把握し、保証する
四．全員参加、先取り安全対策、遵法を基本に、安全衛生管理を継続的に発展させる

［基本理念］

‐２７‐

安 全 会 議 各総括安全衛生管理者
関係役員、各安全管理者

全社総括安全衛生管理者他
（安全・環境室統括役員）

総括安全衛生管理者他
（各事業場の長）

部長～一般
（全従業員）

中央安全衛生委員会

安 全衛生委 員会
（各事業場）

職場安全衛生会議



安全の取り組み

従
業
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り

社会性報告

１．安全意識の向上

２．作業の安全確保

３．設備の安全確保

５．防火活動

４．作業環境の改善

１．安全意識の向上 ２．作業の安全確保

３．設備の安全確保 ４．作業環境の改善

安全活動の４本柱

５．防火活動

安全活動の４本柱＋防火活動の
仕組み定着と更なる向上に取り組み

‐２８‐

心と体の健康づくり活動の取り組み

①管理監督者の拘り・根気・コミュニケーション
②安全意識の向上と習慣化
③職制参加でポケテナシ（歩行安全）推進

①過去災害を発生月日で振り返る活動
②重点６災害の危険の見直しと対策実施
③統合に伴い統一したリスクアセスメント定着
④連結子会社への確認・支援
⑤外来工事の安全確保

①より安全性の高い基準へ改正
②新設・改造設備の安全確認

①より働きやすい職場環境への改善

①月次テーマで安全確認
②トップによる管理状況の確認

１．健康管理活動のあり方
健康診断と事後指導をコアに
従業員の自立・自律を基本に
従業員自らが健康を目指す姿
を確立

２．重点取り組み事項
体の健康心の健康

１ 全従業員に対する予防・早期発見に関する活動強化
■従業員全員を対象としたストレスチェックの実施充実
■セルフケアを狙いとしたｅラーニング教育の充実
■職場コニュニケーション強化

２ 管理監督者に対するメンタルヘルス教室の充実
部下に対する気づき、傾聴法を中心とした実践的な教育の継続

３ 従業員が自主的に相談しやすい体制の充実
外部カウンセラーによる面談と電話、メールによる２４H利用の
相談体制を充実

健診結果・
社内報・ＨＰ等

情報提供

知識（知る）

事後指導・
健康教育等

啓蒙活動

意識（考える）

個別指導等

行動支援

行動・継続
自立・
自律

自立・
自律

１ 定期健康診断結果による事後指導の強化
・対象者の全員指導
・メタボ判定者に対する健保の特定保健指導との連携

２ 禁煙活動の継続
・禁煙デーの設定（週２日）
・禁煙指導の実施（定期健診の事後指導時）

３ 急性感染症への取組み強化
・国内のインフルエンザ感染拡大に対する社内感染
防止対策継続（手指消毒液設置、啓蒙活動等）

【社内健康講演会】

2012年11月6日実施
題名
「職場の健康、願いをともに」
・セルフケアの大切さと職場ぐるみでの
健康管理の必要性を再認識



※1 OJT：On the Job Training(実業務を通じた教育)   ※2 Off‐JT：Off the Job Training(全社教育体系に基づく教育)

人材育成
私達は、「東北を基盤に世界一の競争力を持つ魅力あるコンパクト車をつくる」ことを目指すために
「人が育つ・人を育てる」取り組みを進めています。

【人材育成の仕組み】

当社の人材育成の基本的な考え方は、職能資格制度を中心に、「テーマ・業務付与」⇒「ＯＪＴ」⇒「評価

・処遇」⇒「昇格・異動」の人事サイクルをしっかりと回すことです。 これを補完するしくみとして、気付きを

与え、育成を後押しする各種研修制度（Ｏｆｆ‐ＪＴ）があります。

職場での業務を通じ、上司が部下を一貫性を持って、継続的に育成する、ＯＪＴが基本となっています。

職場では、日々のコミュニケーションの積み重ねを通じ、上司部下、先輩後輩が「教え教えられる風土」の

中で、お互いにスキル向上を実感でき、この風通しのよい風土が、職場力・現場力の向上につながって

いきます。

２０１３年４月には、トヨタ東日本学園を開校しました。

現場へ配属する前の教育を強化することにより、将来、

モノづくり現場の中核として活躍できる人材の育成を進

めていきます。２０１３年３月にはトヨタ工業学園で研修

を積んだ特別１期生１５名が戻ってきており、翌４月に

は１期生として２０名が入学しました。さらにこの学園に

は、地域企業の人材も受け入れることを予定しており、

東北全体における、モノづくり基盤の整備にも貢献して

いきたいと考えています。

基幹職

組合員

人材育成力
組織運営力
問題解決力

専門知識、
技術・技能

自己啓発

資格別
教育 専門技能

等

語学
国家資格

Off-JT(※2)
気付きを与える、育成を後押しする

トヨタ東日本学園

従
業
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Ⅰ. 昇格・異動／テーマ・業務付与

“育成機会を与え、
チャレンジさせる”

やりがい

Ⅲ. 評価・処遇

“成長を見極め、報いる”

成長感

Ⅱ. ＯＪＴ（※1）･･ 業務を通じた育成

“人材育成の小さなＰＤＣＡを回す”
～現地現物、5ｗｈｙ～ 達成感

日々の
コミュニケーション

業務指示

アドバイス
・指導

フィードバック
・ねぎらい

職能資格制度



働き方の多様性と機会均等
少子高齢化社会の進展、男女共同参画社会の実現に向けた社会的意識の高まりなど、労働

市場を取り巻く様々な環境変化に対応し、多様な人材が活き活きと働ける環境を作り出すことを

目指し、当社では「育児・介護支援」「高年齢者雇用」「障がい者雇用」などに取り組んでいます。

育児・介護支援
育児や介護に対する支援を求める従業員の声や社会的要請に応えるため、育児・介護を支援

する諸制度と働きやすさを追求した勤務制度の充実に継続的に取り組んでいます。

産前休暇前や育児休職などから復職する際には、今後の働き方について本人と上司がしっかり

と考える機会を作るため、コミュニケーションシートによる面談を行なっています。

高年齢者雇用（定年再雇用制度）
満６０歳で定年退職される方について、会社で培った高い技能・技術を活かしていただくことを

目的に、定年再雇用制度を導入しています。

また２０１１年度からは、より働きやすいよう「半日勤務制度」を導入し、多くの方が現役として活

躍しています。

企業の社会的責任という点からも、障がい者雇用促進に積極的な活動をおこなっています。

社内においては、｢健常者・障がい者が共に活躍できる職場づくり｣を目指し、聴覚障がい者の

ための警告灯設置、サポート専任者の配置、社内手話講座の開催など、従業員全員が活き活

きと働ける職場環境づくりに向け取り組んでいます。

障がい者雇用

社内スポーツイベント（職場コミュニケーション）
従業員の一体感やチームワークを醸成し、職場のコミュニケー

ションを活性化させる施策として、全社スポーツイベント（駅伝大

会）を実施しています。

職場のコミュニケーションは、活き活きと働くための職場環境に

欠かせない要素であり、重要視しています。

労使関係
当社の労使関係は労使相互信頼・相互責任を基本的な考え方としています。お互いを理解・信

頼し、協力し合うことではじめて、会社の発展と、従業員の自己実現が達成できるものと考えて

います。

このため、定期的に話し合う場を設け、活発な意見交換をおこない、相互に理解・信頼し合える

よう努めています。

従
業
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仕入先との関わり

２０１３年３月、仕入先２２１社を会員とする「ＴＭＥＪ協力会」を発足させ、設立
総会を開催しました。
この会は、
①協力会の活動を通じて、当社の方向性と当社・協力会双方の課題認識
を共有化する。
②当社の使命の一つである、東北に根ざした生産活動と復興に貢献する
ため、東北地場企業とのネットワークづくり、相互研鑽を図る。
この２点を目的として設立されました。
今後は、会の目的達成に向け、更なる情報の共有化と緊密なコミュニケー
ションを図れるよう、経営講演会や東北部会の活動等を通じ、ものづくり強化
に繋がるように取り組んでいきます。また「環境保全」や「防災」等をテーマにし
た研鑽活動にも取り組んでいきます。

仕
入
先
と
の
関
わ
り

社会性報告

「基本理念」、「調達の基本方針」に基づき、当社は常に仕入先と情報を共有し、連携を図りながら

環境保全活動を推進しております。

ＴＭＥＪ協力会の発足

仕入先総会の開催

仕入先に当社の取組方針を伝えるため、仕入先総会を開催しました。
２０１３年度は、
◇コンパクト車の専門集団になる為に
①コンパクト車の技術、競争力強化 ②東北ものづくり強化
◇ビジネスの大前提 として
①安全の徹底 ②品質保証の強化 ③ＣＳＲ活動の着実な取り組み

を重点に取り組んでいきます。

グリーン調達ガイドラインの改訂／
化学物質管理の仕組み変更説明会の開催
グローバルな化学物質規制の強化拡大により、化学物質管理の仕組みが変更
になりました。
当社の新たな対応と仕入先へのお願い事項を正しく理解いただくため、２０１２
年９月に「グリーン調達ガイドライン」を改訂し、仕入先への説明会を開催しました。
従来の活動と同様、仕入先の取り組みを確認しながら、仕入先とともに環境管
理の向上に努めています。

【調達の基本方針】

・オープンドアポリシーに基づく公正な競争

・相互信頼に基づく相互繁栄

・良き企業市民をめざした現地化の推進

【基本理念より抜粋】
・内外の法およびその精神を遵守し、オープンで
フェアな企業活動を通じて、国際社会から信頼
される企業市民をめざす
・クリーンで安全な商品の提供を使命とし、あら
ゆる企業活動を通じて、住みよい地球と豊かな
社会づくりに取り組む

‐３１‐
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